
BOOK SHELF

アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）─46

BOOK SHELF

47─アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）

本
書
は
平
成
一
四
年
度
か
ら
四
カ
年
計

画
で
実
施
し
て
き
た
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
開
発
展

望
事
業
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
Ｃ
Ｌ

Ｍ
Ｖ
と
は
、
一
九
九
○
年
代
に
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
加
盟
し

た
国
々
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
英
語
表

記
の
頭
文
字
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
慣
習
に
従

っ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
た
呼
称

で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
は
い
ず
れ
も
国
際
社
会

に
対
し
て
長
ら
く
国
を
閉
ざ
し
て
き
た
が
、

ほ
ぼ
同
時
に
対
外
開
放
と
市
場
経
済
化
を

新
刊
紹
介

天
川
直
子
編
『
後
発

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

工
業
化̶
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
の
経
験
と
展
望
』

天
川
直
子

謳
う
に
い
た
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
一
九
九
一
年
の
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
紛
争
の
包
括
的
政
治
解
決
に
関
す

る
協
定
」
の
調
印
と
一
九
九
三
年
の
制
憲

議
会
選
挙
を
経
て
新
政
府
を
樹
立
し
、
国

際
社
会
に
復
帰
し
た
。

ラ
オ
ス
は
一
九
八
六
年
に
「
チ
ン
タ
ナ

カ
ー
ン
・
マ
イ
」（
新
思
考
）
政
策
を
承

認
し
、「
新
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
市
場
経
済
化
に
乗
り
出
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
一
九
八
八
年
に

「
民
主
化
運
動
」
に
よ
っ
て
ネ
ー
ウ
ィ
ン

体
制
は
崩
壊
し
た
。
代
わ
っ
て
軍
部
が

「
国
家
秩
序
回
復
評
議
会
」
と
し
て
政
権

を
握
り
、
市
場
経
済
化
と
対
外
開
放
に
踏

み
切
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
八
六
年
に
「
ド
イ
モ

イ
」（
刷
新
）
路
線
を
採
択
し
、
以
後
二

○
○
○
年
代
半
ば
に
か
け
て
次
第
に
市
場

経
済
化
と
対
外
開
放
に
本
格
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
が
市
場
経
済
化

と
対
外
開
放
に
乗
り
出
し
た
時
期
こ
そ
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
現
象
と
し
て

語
ら
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
い
か
な
る
影
響
を
受
け

て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
研
究
事

業
の
課
題
と
な
っ
た
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
一
六
年
度
に
か
け

て
は
、
国
別
に
研
究
会
を
組
織
し
、
右
記

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
本
事
業
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
平
成
一
七
年
度
は
、
Ｃ

Ｌ
Ｍ
Ｖ
四
カ
国
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、

「
工
業
化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
。

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
は
体
制
移
行
過
程
に
あ

っ
て
市
場
経
済
化
と
い
う
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
み
な
ら
ず
、
最
貧
国
・
後
発

発
展
途
上
国
と
し
て
国
民
生
活
の
向
上
、

す
な
わ
ち
貧
困
削
減
と
い
う
難
題
も
抱
え

て
い
る
。
そ
の
国
民
総
所
得
の
低
さ
か
ら

は
、
貧
困
削
減
は
所
得
分
配
の
改
善
の
み

な
ら
ず
、
総
所
得
の
増
加
な
く
し
て
は
望

め
な
い
だ
ろ
う
。

総
所
得
の
増
加
を
い
か
に
し
て
実
現
す

る
の
か
、
と
考
え
る
と
き
、「
近
代
的
な

経
済
発
展
と
不
可
分
な
現
象
は
『
工
業

化
』
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
速
水
佑
次
郎

の
言
葉
を
思
い
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
す

な
わ
ち
、
い
か
に
し
て
資
源
制
約
を
打
破

し
、
い
か
に
し
て
雇
用
機
会
を
創
出
す
る

か
、
こ
の
万
国
共
通
の
課
題
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
も
ま
た
工
業
化
を
通
じ
て
取
り
組
む

ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
が

本
書
の
基
調
を
な
す
。

序
章
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
の
市
場
経
済
化

と
工
業
化
」
は
、
本
書
の
総
論
に
あ
た
る
。

「
雁
行
形
態
型
」
発
展
形
態
論
に
照
ら
し

て
、
戦
後
の
途
上
国
に
見
ら
れ
た
工
業
化

パ
タ
ー
ン
（
輸
入
代
替
工
業
化
、
輸
出
志

向
工
業
化
、
外
資
主
導
型
工
業
化
）
の
相

違
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
、
特
に
事
前
の
工
業
化
実
績
が
ほ
と

ん
ど
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
現
在
許
さ
れ
て
い
る
工
業
化
の

道
は
、
過
去
の
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
と
も

異
な
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

そ
れ
は
、
工
業
化
努
力
の
ご
く
初
期
段

階
に
輸
入
代
替
期
を
ま
っ
た
く
経
ず
に
外

資
主
導
に
よ
っ
て
輸
出
成
長
期
に
入
る
と

い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。「
雁
行
形
態
型
」

発
展
の
「
超
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
と
も
呼

べ
る
こ
の
発
展
形
態
は
、
貿
易
自
由
化
の

た
め
に
か
つ
て
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
途
上

国
の
輸
入
代
替
工
業
化
や
輸
出
志
向
工
業

化
を
支
え
た
よ
う
な
政
府
に
よ
る
市
場
介

入
は
も
は
や
選
択
肢
に
な
り
え
な
い
と
い

う
時
代
背
景
と
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
の

結
合
が
強
ま
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
っ
て
企
業
の
立
地
選
択
の
幅

が
広
が
っ
た
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
序
章
以
後
、
本
書
は
国
別
に
、
第

一
章
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
業
化｜

自
由
化

の
渦
中
に
あ
る
製
造
業
と
そ
の
担
い
手
」、

第
二
章
「
ラ
オ
ス
の
地
域
補
完
型
工
業
化

戦
略
」、
第
三
章
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産

業
の
発
展
と
停
滞｜

市
場
、
担
い
手
、
制

度
」、
第
四
章
「
国
際
統
合
過
程
の
ベ
ト

ナ
ム
の
工
業
化
」
と
続
く
。

そ
し
て
、
第
五
章
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
に

お
け
る
工
業
化
・
経
済
発
展
と
銀
行
部

門
」
は
既
存
の
「
金
融
発
展
と
経
済
成
長

・
工
業
化
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

諸
国
に
適
用
す
る
こ
と
の
限
界
を
論
じ
た
。

補
章
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ア
グ
ロ
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー｜

工
業
化
へ
の
長
い
道
の

り
」
は
第
三
章
を
補
う
論
考
で
あ
り
、
同

国
の
主
要
産
業
で
あ
る
ア
グ
ロ
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
の
実
情
を
報
告
し
て
い
る
。

本
書
で
は
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、
Ｃ
Ｌ

Ｍ
Ｖ
四
カ
国
の
工
業
化
を
見
る
に
留
ま
っ

た
。
し
か
し
、
本
書
が
最
貧
国
・
後
発
発

展
途
上
国
の
工
業
化
を
考
え
る
契
機
に
な

れ
は
編
者
の
本
望
で
あ
る
。

（
あ 

ま
か
わ　

な
お
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

アジア経済研究所
2006 年


